




















マンションでの避難行動支援計画検討事例 （発災の想定【災害の内容：震度６強の地震。物資の確保等の面から避難所に向かう。】） 

住戸 No 要援護のタイプ 避難の想定 
必要になるサポート 

の内容 

必要となるサポ

ーターの人数 

サポーターとなれ

る人は？ 

602 意思疎通が不自由（ダウン

症） 

・垂直避難（下の階） 

・外部への避難（避

難所） 

コミュニケーションをとりなが

ら避難してもらうためのサポー

トが必要。 

2～３人 家族と 701の N さん

（コミュニケーショ

ンが取れる） 

803 身体の不自由（心臓にペース

メーカー） 

 

・垂直避難（下の階） 

・外部への避難（避

難所） 

ペースメーカーが正常に作動し

ていれば大きな問題はないが、誰

かが注意してあげた方がいい。 

1～２人 仲が良くて鍵も預

かっている別棟の

Kさん 

1007 意思疎通が不自由（外国人） ・垂直避難（下の階）

と外部への避難（避

難所） 

避難所へ避難することの説明を

してあげる必要。 

場合によっては避難所まで同行

避難してあげる必要。 

1人 105、106、207、 

305など（普段から

のコミュニケーシ

ョンが必要） 

606 身体の不自由（車椅子） ・自宅避難がベター 

・または垂直避難（下

の階）と外部への避

難（避難所） 

万一自宅避難ですまない時には、

避難所等へ避難が必要になる。 

１階まで車椅子で降ろすことが

必要。 

4～6人 206、506、607、307 

810 身体の不自由（足が不自由） 

意思疎通が不自由（認知症） 

※要介護認定を受けており、

デイサービスへ通っている。 

認知症のため、自宅

避難が好ましい。外

部避難は家族が一緒

でないと難しい。 

・歩行困難のため、担架が必要。 

・一般の避難所では認知症進行が

懸念されるため、可能な限り介護

施設などへの避難を考える。 

4人 ・上下階の住人

（710、910）など 

避難生活支援計画シート事例 （発災の想定【災害の内容と復旧までの想定期間：大震災のため長期間の自宅外避難が必要】） 

住戸 No 要援護のタイプ 避難の想定 必要になるサポートの内容 
必要となるサポ

ーターの人数 

サポーターとな

れる人は？ 

１丁目１－２

０̶１０３号 

意思疎通が不自由 

（発達障害：自閉症） 

 

・一時的には中学校へ

避難（体育館でなく教

室など希望） 

・その後専門施設へ移

動希望 

・人が大勢いるところ、初めていく場

所ではパニックを起こすことがある。

静かで小さな空間を求めたい。 

・極端な偏食で、コーラとマカロニし

か食べない。火を含め常に準備必要。 

家族に加えて本

人が拒絶しない

人 

家 族 に 加 え て

203 の奥さん 

１丁目１８－

２̶２０１号 

意思疎通が不自由（発達障

害：注意欠陥多動障害） 

 

・一時的には中学校へ

避難（他の避難住民に

迷惑をかける可能性） 

・じっとしていられない。放っておく

と走り回るので、他の避難住民の方か

らクレームが出る。 

・常に体を動かせて、適度な疲労感を

与える工夫が必要。あるいは作業を与

えるなどの工夫も必要。 

家族だけでは疲

れるので、症状

に理解のある人

が数人 

コミュニティの

住人たちに発達

障害についての

研 修 講 座 を 開

き、人材を育成

する必要。 
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